
令和7年度 中区 区域まちづくり事業 進捗確認シート

1 基本情報

事業名称

事業目的

事業概要

実施主体 実施場所 実施時期

2 設定指標

R4 R5 R6 R7

目標 12作品 12作品 12作品 12作品

実績 12作品 12作品 12作品 12作品

R4 R5 R6 R7

目標 - - - 43.3%

実績 43.3% 51.1% 45.8% 45.2%

3 事業評価

決算額 円

○ ○ ○

○ ○

4 課題と対応方針及び今後の方向性

課題

対応方針

活動指標

成果指標

①妥当性

中区まちなかギャラリー事業

公共施設への落書きを防止し、美しいまちなみを創ることを目的とする。また、中区生徒の作品発表の場を提供し、広く区民にその作品を鑑賞いただくことにより、区

民等の文化芸術に対する関心を高める。

中区内市立中学校の生徒が作成した絵画作品を加工したものを中区内の公共の場へ設置する。

中区役所企画総務課 中区内 令和7年11月～令和8年3月

堺市は街並みの美しさに満足できる都市だと思いますか。

（市民意識調査において「そう思う」「ある程度そう思う」と回答した中区民の割

合）

絵画パネルの設置作品数

247,500

今後の方向性 継続

普段から設置場所の前を通行する人だけでなく、一人でも多くの市民に作品を見ていただけるよう工夫が必要である。

中区まちなかギャラリーの存在を知ってもらうために、区役所が所有する広報媒体を効果的に使用して広く周知を行う。

⑤総合評価

　中区内の市立中学校6校と協働して事業を実

施しており、連携の度合いが高い。

④区の計画への寄与度③庁内・公民等連携

　絵画作品は中学校からのデータ提供によるも

のであり、費用としては作品のパネル化と設置費

にとどまっており、費用対効果が高い。

　本事業は、設置する絵画作品を中区内の市

立中学校6校から提供いただくよう連携を図って

おり、広く区民にその作品を鑑賞いただくことによ

り、公共施設への落書き防止及び文化芸術に

対する関心を高めることを目的としていることか

ら、事業を実施する妥当性が高い。

②費用対効果

　通行人が多く、信号待ちの間に絵画を見れる

場所に設置していること、また、絵画作品の設置

により落書きが無くなったことから、計画における

「文化・芸術活動の振興」及び「緑にあふれる清

潔な街並みの維持」の取組に寄与している。

　公共の場に作品を設置することで、落書き防

止効果を図りながら中学校生徒の作品発表の

場として活用することができており、効果的に事

業を実施できている。また、アンケートでは文化

芸術への関心が高まったという意見をはじめ好意

的な意見が多かった。

　以上のことから、本事業は区民利益につながる

有効な事業である。

評価基準

◎：非常に高い水準で達成

○：十分な水準で達成

△：達成度が限定的

×：達成されていない

ー：評価対象外


